
障がい者の歴史
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今日お話しすること

• ごくごく、かんたんな自己紹介 

• 孤独と、まちがった情報のこと 

• 抑圧とたたかう、この社会のこと 

• より正確な、人間観にたって生きていくこと
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【ごくごく、かんたんな自己紹介】
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1976年、昭和51年に訪れた梅雨のとき誕生
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アバレスギの子、だったので逆子で生まれま
した
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背骨が自由すぎて湾曲が進みました
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そして、手術
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１日１時間だけ授業、プレミアムな特別待遇
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分からないからついていけない
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なんとかしようとおもった
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中学、高校、大学、あとのまた大学
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なんとかできたこと、となんともできなかっ
たこと
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なんともできなかったこと 

孤独だったこと
＝
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なんともできなかったこと 

まちがった情報をとりこんでいた
＝
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障がい者の歴史を話すこと、それは、
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孤独と間違った情報とに、抗う（あらがう）
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その歴史を話すこと、
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話の聞きあい① 

孤独だったときのこと
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【孤独と、まちがった情報のこと】
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1970年代、昭和46年ごろ
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障がい者が公的サービスで生きるには入所施
設しか選択肢がなかった
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施設を作ること、施設に入ること、それは、
福祉の前進だとされていた時代
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区別と隔離
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区別と隔離 

孤独とまちがった情報
＝
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管理と規制
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管理と規制 

孤独とまちがった情報
＝
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区別と隔離と管理と規制が正しいとされた理由
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孤独とまちがった情報が正しいとされたから
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話の聞きあい② 

まちがった情報を人にいわれたとき
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【抑圧とたたかう、この社会のこと】
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孤独とまちがった情報に多くの人は傷つきます
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孤独とまちがった情報に支配されるとき、それ
は抑圧されている状態を指します
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さまざまな抑圧について
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34



一人ひとりが、あるグループに属することで、
その個人の特性によって傷つけられる仕組み
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障がいは特性、である
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障がいは、たまたま「あった」か「なかった」
かだけの違いにすぎない
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抑圧はそれ自体で力を持たない 

抑圧が力を持つとき、それは抑圧を正しいもの
として一人ひとり自分の内面に取り込んだとき
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障がい者は何もできない人、ですよね？
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障がい者は劣っている人、ですよね？
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障がい者は不幸な人、ですよね？
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社会からの抑圧とたたかういうことは、この社
会では孤独となり、それでも、まちがった情報
をただしい情報に置き換えていくことだった
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話の聞きあい③ 

抑圧とたたかっている自分のこと
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【より正確な、人間観にたって生きていくこと】
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一人ずつ孤独にさせ、まちがった情報で支配
するのはこの社会の構造的な仕組み、である
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孤独になるのはあなたであり、まちがった情
報に支配されてしまうのはあのひとであるか
も知れない
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あなたはわたし、わたしはあなた、である
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だからこそ、障がい種別を超えて、特性を超えて
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誤解や偏見をひもといて知りあうこと
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ひとが生きるための大切な一致点を見据えて
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すべてのひとが連帯すること
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なんども孤独になり、まちがった情報に支配
されてしまった私たちができること
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